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一
、
本
論
文
の
目
的 

 
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
東
京
麻
布
に
生
ま
れ
た
歌
人
の
片
山
廣
子
（
筆
名
、
松
村
み
ね
子
）

は
、
芥
川
龍
之
介
が
「
才
力
の
上
に
も
格
闘
出
来
る
女
」
と
敬
慕
し
、
最
後
の
恋
人
「
越
び
と
」
と
し

て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
『
翡
翠
』
（
大
正
五
年
）
『
野
に
住
み
て
』（
昭
和
二
十
九
年
）
の
二
冊
の
歌

集
を
残
し
て
い
る
。 

 

第
一
歌
集
『
翡
翠
』
の
短
歌 

 

よ
ろ
こ
び
か
の
ぞ
み
か
我
に
ふ
と
来
る
翡
翠
の
羽
の
か
ろ
き
は
ば
た
き 

 

わ
が
指
に
小
さ
く
光
る
青
き
石
見
つ
つ
も
遠
き
わ
た
つ
み
を
恋
ふ 

 

我
が
世
に
も
つ
く
づ
く
あ
き
ぬ
海
賊
の
船
な
ど
来
た
れ
胸
さ
わ
が
し
に 

第
二
歌
集
『
野
に
住
み
て
』
の
短
歌 

待
つ
と
い
ふ
一
つ
の
こ
と
を
教
へ
ら
れ
わ
れ
髪
し
ろ
き
老
に
入
る
な
り 

動
物
は
孤
食
す
と
聞
け
り
年
な
が
く
ひ
と
り
住
み
つ
つ
一
人
も
の
を
食
へ
り 

わ
が
側
に
人
ゐ
る
な
ら
ね
ど
ゐ
る
や
う
に
一
つ
の
り
ん
ご
卓
の
上
に
置
く 

夢
想
的
な
『
翡
翠
』
か
ら
、
平
明
な
生
活
詠
の
『
野
に
住
み
て
』
へ
、
二
冊
の
歌
集
に
は
歌
の
変
容

を
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
共
に
内
面
を
凝
視
し
た
、
今
で
も
色
褪
せ
な
い
感
性
を
持
つ
短
歌
は
、

十
分
に
は
評
価
を
さ
れ
て
い
な
い
。
他
方
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
翻
訳
家
の
松
村
み
ね
子
の
名
で
知
ら

れ
、
森
鷗
外
、
上
田
敏
、
菊
池
寛
ら
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
た
。 

廣
子
は
、
後
に
イ
ギ
リ
ス
総
領
事
と
な
る
外
交
官
を
父
に
持
つ
。
幼
い
頃
か
ら
、
外
国
の
絵
本
を
通

し
て
英
語
に
親
し
む
。
東
洋
英
和
女
学
校
に
学
び
、
西
洋
的
で
自
由
な
気
風
の
教
育
を
受
け
、「
と
ら
わ

れ
ぬ
我
」
で
あ
り
た
い
と
願
い
続
け
る
。 

本
論
文
で
は
、
新
派
の
発
生
か
ら
自
然
主
義
を
経
て
戦
後
短
歌
に
至
る
潮
流
の
中
で
、
同
時
代
の
歌

人
と
の
対
比
に
よ
る
、「
わ
れ
」
を
詠
む
片
山
廣
子
短
歌
の
独
自
性
の
究
明
を
目
的
と
し
た
。 

 

二
、
研
究
の
方
法 

 

研
究
に
際
し
、
廣
子
の
歌
集
・
随
筆
・
翻
訳
・
小
説
・
書
簡
等
の
資
料
と
、
廣
子
に
言
及
し
た
周
辺

資
料
を
調
査
分
析
し
て
考
察
を
進
め
た
。
こ
れ
に
当
た
り
、
後
述
の
よ
う
に
、
貴
重
な
資
料
を
活
用
す

る
こ
と
が
出
来
た
。
具
体
的
に
は
、
本
論
文
の
構
成
と
共
に
述
べ
て
ゆ
き
た
い
。 

 

三
、
本
論
の
構
成 

 

本
論
文
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

第
一
章
「
片
山
廣
子
の
短
歌
と
芥
川
龍
之
介 

芥
川
へ
の
書
簡
と
歌
稿
に
込
め
た
再
生
へ
の
祈
り
」 

本
稿
は
一
節
に
て
、
吉
田
精
一
と
辺
見
じ
ゅ
ん
が
引
用
し
た
書
簡
と
、
『
高
志
の
国
文
学
館 

紀
要
』

第
１
号
の
書
簡
を
分
析
し
た
。
二
節
で
は
、「
追
分
の
み
ち
」
と
「
日
中
」
の
短
歌
を
比
較
し
た
。
三
節

で
は
、
関
連
す
る
作
品
を
採
り
上
げ
、
芥
川
と
の
交
流
が
片
山
廣
子
の
短
歌
に
与
え
た
影
響
を
考
え
た
。 
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大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
三
月
の
『
明
星
』
に
、
芥
川
は
廣
子
へ
の
切
な
い
恋
心
と
訣
別
の
思
い

を
詠
ん
だ
、
旋
頭
歌
「
越
び
と
」
を
発
表
し
た
。
昭
和
二
年
の
六
月
末
、
堀
辰
雄
を
案
内
に
廣
子
の
家

を
訪
問
し
た
芥
川
は
、
翌
月
の
七
月
二
十
四
日
、
自
裁
を
す
る
。
そ
し
て
、
片
山
廣
子
に
は
芥
川
龍
之

介
の
最
後
の
恋
人
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
付
き
纏
う
。
大
人
の
切
な
い
恋
の
ロ
マ
ン
と
し
て
、
「
越
び
と
」

が
読
ま
れ
て
き
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

時
に
、
廣
子
が
芥
川
に
宛
て
た
手
紙
の
存
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
吉
田
精
一
は
昭
和
四
十
六
年
十

一
月
、
『
歴
史
と
人
物
』
（
『
中
央
公
論
』）
に
「
芥
川
龍
之
介
の
恋
人
」
を
発
表
し
、
芥
川
の
一
方
的
な

恋
で
は
な
く
、
む
し
ろ
廣
子
の
恋
情
が
強
か
っ
た
こ
と
を
、
手
紙
の
一
部
で
解
き
明
か
し
た
。
吉
田
の

没
後
、
所
在
不
明
で
あ
っ
た
書
簡
は
、
歌
人
で
あ
り
作
家
の
辺
見
じ
ゅ
ん
に
渡
っ
た
。
吉
田
と
異
な
り
、

辺
見
は
、
平
成
四
年
九
月
十
一
日
朝
日
新
聞
夕
刊
「
散
策
思
索
」
欄
の
「
芥
川
と
「
越
し
人
」」
に
引
用

し
た
際
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
翻
訳
家
と
し
て
の
廣
子
の
芥
川
へ
の
思
い
を
、
大
正
浪
漫
的
な
時
代

の
中
で
文
学
に
注
い
だ
熱
情
で
あ
っ
た
と
読
み
解
い
た
。
筆
者
は
、
恋
情
に
光
を
当
て
た
吉
田
と
、
文

学
へ
の
熱
情
を
掬
い
取
っ
た
辺
見
と
の
違
い
を
指
摘
し
、
書
簡
中
の
廣
子
の
心
情
を
読
み
取
る
こ
と
で

辺
見
の
捉
え
方
を
支
持
し
た
。 

現
在
、
書
簡
は
富
山
の
高
志
の
国
文
学
館
（
館
長
中
西
進
）
の
所
蔵
と
な
る
。
平
成
二
十
九
年
一
月
、

『
高
志
の
国
文
学
館 

紀
要
』
第
１
号
に
て
、
綿
引
香
織
学
芸
員
の
労
作
に
よ
る
「
芥
川
龍
之
介
宛
片

山
廣
子
書
簡
軸 

翻
刻
と
注
釈
」
が
発
表
さ
れ
た
。
書
簡
十
四
通
の
う
ち
の
一
通
に
、
歌
稿
「
追
分
の

み
ち
」
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
大
正
十
五
年
八
月
、『
三
田
文
学
』
に
発
表
さ
れ
た
「
日
中
」
の
草
稿
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
高
志
の
国
文
学
館
所
蔵
「
芥
川
龍
之
介
宛
片
山
廣
子
書
簡
」
に
於
け
る
、
廣

子
の
心
情
と
短
歌
作
品
へ
の
反
映
を
分
析
し
た
。 

廣
子
に
は
、
堀
辰
雄
が
描
い
た
自
己
を
抑
え
る
女
性
像
と
は
違
う
、
囚
わ
れ
ず
自
由
に
生
き
た
か
っ

た
、
見
残
し
た
夢
へ
の
情
熱
が
あ
っ
た
。
生
き
る
こ
と
の
不
自
由
さ
儚
さ
に
閉
塞
感
を
抱
く
現
実
を
離

れ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
へ
と
空
想
の
羽
を
広
げ
る
こ
と
が
、
こ
う
あ
り
た
い
と
願
う
自
身
の
内
面
と

も
向
き
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
思
い
が
芥
川
に
も
向
か
っ
た
と
言
え
る
。
芥
川
へ
の
書

簡
と
歌
稿
に
込
め
ら
れ
た
の
は
、
廣
子
自
ら
の
再
生
へ
の
祈
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。 

 

第
二
章
「
大
伴
家
持
を
詠
む
片
山
廣
子
短
歌
の
考
察 

芥
川
龍
之
介
宛
書
簡
の
短
歌
か
ら
繋
が
る
歌
心
」 

「
ひ
ば
り
の
歌
」（『
心
の
花
』
昭
和
二
十
二
年
六
月
）
十
二
首
の
短
歌
に
は
、「
大
伴
家
持
の
歌
を
よ

み
か
へ
す
折
あ
り
て
」
の
言
葉
を
添
え
て
あ
る
。『
心
の
花
』
で
は
、
佐
佐
木
信
綱
に
古
典
の
薫
陶
を
受

け
て
い
た
こ
と
か
ら
、
万
葉
集
か
ら
の
受
容
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
第
一
一
六
回
全
国
大
学
国
語

国
文
学
会
冬
季
大
会
の
テ
ー
マ
「
日
本
海
を
望
む
詩
心
」
に
沿
っ
て
論
文
を
ま
と
め
た
。
越
中
守
で
あ

っ
た
万
葉
歌
人
の
大
伴
家
持
を
詠
ん
だ
廣
子
の
短
歌
、「
ひ
ば
り
の
歌
」
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

廣
子
短
歌
に
於
け
る
万
葉
集
受
容
を
探
究
し
た
。 

 

射
水
川
あ
さ
漕
ぐ
ふ
ね
の
船
う
た
を
館
に
ひ
と
り
守
が
き
き
ゐ
し 

み
越
路
の
ま
し
ろ
の
鷹
を
う
た
に
詠
み
て
鄙
の
む
す
め
は
見
か
へ
り
も
せ
ず 
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十
二
首
中
の
二
首
で
あ
る
。
こ
の
連
作
に
お
い
て
、
心
情
は
素
朴
で
抒
情
豊
か
に
、
自
然
は
人
間
と

一
体
化
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。
家
持
の
人
生
に
、
廣
子
自
ら
の
境
涯
を
重
ね
合
わ
せ
て
詠
ん
だ
歌
に
も

焦
点
を
据
え
た
。
家
持
の
歌
に
「
物
は
か
な
い
気
持
」
を
読
み
取
り
、
自
身
の
人
生
を
重
ね
て
歌
に
詠

み
込
ん
だ
こ
と
が
、「
わ
れ
」
を
表
象
す
る
近
代
短
歌
と
し
て
評
価
で
き
る
。 

ま
た
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
芥
川
龍
之
介
に
、
大
正
十
三
年
秋
か
ら
翌
年
冬
に
か
け
て
廣
子
が
宛

て
た
書
簡
は
現
在
、
富
山
の
高
志
の
国
文
学
館
の
所
蔵
で
あ
る
。『
高
志
の
国
文
学
館 

紀
要
』
第
１
号

の
「
芥
川
龍
之
介
宛
片
山
廣
子
書
簡
軸 

翻
刻
と
注
釈
」
掲
載
の
、
書
簡
中
の
短
歌
三
首
の
中
の
一
首
、

〈
い
や
は
て
に
浅
間
の
山
を
か
へ
り
み
て
う
つ
し
身
を
た
ま
は
は
な
れ
ゆ
き
け
む
〉（
大
正
十
四
年
八
月

三
十
日
付
書
簡
）
は
、
憧
れ
る
心
で
山
を
詠
み
作
歌
の
モ
チ
ー
フ
と
し
、「
ひ
ば
り
の
歌
」
に
繋
が
る
。 

「
ひ
ば
り
の
歌
」
に
は
、
虚
無
的
な
気
質
と
多
く
の
死
別
を
経
験
し
た
廣
子
の
孤
独
と
憂
鬱
や
、
陰
影

を
持
つ
歌
心
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 

 

第
三
章
「
片
山
廣
子
の
短
歌
『
い
さ
ゝ
川
』
か
ら
『
心
の
花
』
へ 

初
期
歌
風
の
形
成
を
巡
っ
て
」 

片
山
廣
子
は
第
一
歌
集
『
翡
翠
』
に
、
『
い
さ
ゝ
川
』
『
心
の
花
』
な
ど
に
発
表
し
て
い
た
明
治
四
十

一
年
（
一
九
〇
八
）
以
前
の
短
歌
を
載
せ
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
の
歌
の
特
色
は
、
嘆
き
を
詠
ん
だ
歌
や

恋
歌
で
あ
り
、
何
か
に
囚
わ
れ
た
思
い
が
強
い
一
方
で
、
シ
ニ
カ
ル
で
小
気
味
よ
い
清
新
な
歌
も
あ
る
。 

明
治
四
十
二
年
以
降
、
大
正
五
年
発
行
の
『
翡
翠
』
ま
で
は
、
写
生
の
歌
と
と
も
に
、
比
喩
的
、
空

想
的
な
歌
を
多
く
詠
む
よ
う
に
な
る
。
こ
の
傾
向
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
の
翻
訳
へ
と
進
ま
せ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
真
摯
に
自
己
と
向
き
合
う
『
翡
翠
』
の
歌
風
は
、
旧
派
和
歌
の
美
し
い
詩
歌
の

境
か
ら
も
、
囚
わ
れ
る
自
我
か
ら
も
離
れ
、
独
自
の
夢
想
的
内
面
世
界
を
模
索
す
る
こ
と
で
確
立
す
る
。

従
来
研
究
さ
れ
て
い
な
い
、『
い
さ
ゝ
川
』
掲
載
の
初
期
の
短
歌
作
品
に
焦
点
を
据
え
、
廣
子
短
歌
の
旧

派
の
歌
風
か
ら
近
代
の
歌
風
へ
の
移
行
の
過
程
を
考
察
し
た
。 
 

若
い
頃
の
歌
は
、
夢
想
的
な
思
索
の
歌
で
あ
る
。
特
色
あ
る
大
正
歌
壇
の
中
で
、
第
一
歌
集
『
翡
翠
』

（
大
正
五
年
三
月
）
か
ら
は
、〈
よ
ろ
こ
び
か
の
ぞ
み
か
我
に
ふ
と
来
る
翡
翠
の
羽
の
か
ろ
き
は
ば
た
き
〉

な
ど
、「
わ
れ
」
と
対
峙
し
、
囚
わ
れ
ず
偽
る
こ
と
な
き
自
分
の
歌
を
詠
ん
だ
歌
人
と
し
て
の
姿
勢
が
明

確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
本
論
で
は
、『
翡
翠
』
に
載
せ
て
い
な
い
、『
い
さ
ゝ
川
』（
明
治
二
十
九
年
十

月
創
刊
）
か
ら
『
心
の
花
』（
明
治
三
十
一
年
二
月
創
刊
）
の
明
治
四
十
一
年
掲
載
ま
で
の
短
歌
に
着
目

し
て
、
初
期
歌
風
の
形
成
過
程
を
辿
っ
た
。『
翡
翠
』
の
清
新
さ
に
繋
が
る
、
自
己
の
内
面
に
あ
る
「
わ

れ
」
を
う
た
う
歌
風
の
確
立
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
片
山
廣
子
の
短
歌
を
、
近
代
短
歌
の
流

れ
の
中
で
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
平
易
な
詞
と
身
近
な
素
材
で
共
感
を

得
る
、
晩
年
の
歌
集
『
野
に
住
み
て
』
の
歌
の
出
発
点
が
『
い
さ
ゝ
川
』
に
既
に
あ
っ
た
こ
と
を
確
認

で
き
た
。
初
期
の
歌
を
第
一
歌
集
『
翡
翠
』
入
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
、「
わ
れ
」
を
詠
む
清
新
な
廣
子
の

短
歌
が
読
者
に
理
解
し
が
た
い
も
の
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

 第
四
章
「
佐
佐
木
信
綱
と
片
山
廣
子 

廣
子
の
信
綱
宛
書
簡
と
『
心
の
花
』
歌
稿
を
巡
っ
て
」 

佐
佐
木
信
綱
の
指
導
を
受
け
た
多
く
の
女
流
歌
人
の
一
人
、
片
山
廣
子
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
翻

訳
家
の
松
村
み
ね
子
の
名
で
知
ら
れ
、
森
鷗
外
ら
か
ら
そ
の
実
力
を
絶
賛
さ
れ
た
。
輝
か
し
い
活
躍
を
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し
な
が
ら
翻
訳
を
プ
ツ
リ
と
止
め
、
晩
年
に
な
っ
て
再
開
す
る
。
ま
た
、『
心
の
花
』
の
歌
人
と
し
て
師

の
佐
佐
木
信
綱
と
の
絆
を
保
ち
な
が
ら
も
、
一
時
期
は
短
歌
を
詠
む
こ
と
も
止
め
る
。
時
を
隔
て
て
、

『
翡
翠
』『
野
に
住
み
て
』
の
二
冊
の
歌
集
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。
「
清
新
と
い
ふ
こ
と
が
詩
歌
の
精

神
で
あ
る
」
と
し
た
信
綱
は
、
廣
子
の
歌
を
「
清
新
」
と
評
し
、
短
歌
を
続
け
る
よ
う
に
励
ま
し
た
。 

佐
佐
木
信
綱
記
念
館
所
蔵
の
廣
子
の
信
綱
宛
書
簡
と
『
心
の
花
』
歌
稿
は
筆
者
が
初
め
て
考
察
し
、

二
人
の
師
弟
関
係
を
確
認
し
た
。
時
代
と
境
遇
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
翻
訳
に
短
歌
に
、
信
綱
と
の

長
き
に
わ
た
る
師
弟
関
係
が
廣
子
を
育
て
、
歌
も
夢
を
も
育
て
て
き
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

研
究
に
あ
た
り
、
佐
佐
木
信
綱
記
念
館
（
三
重
県
鈴
鹿
市
）
に
て
、
館
所
蔵
の
資
料
六
点
を
閲
覧
し

た
。
鈴
鹿
市
教
育
委
員
会
の
許
可
を
得
て
、
論
文
作
成
に
特
別
利
用
す
る
。
書
簡
の
引
用
に
あ
た
っ
て

は
、
一
部
を
掲
載
す
る
。
佐
佐
木
信
綱
宛
、
片
山
廣
子
書
簡
四
通
（
明
治
三
十
九
年
二
月
一
日
付
、
大

正
五
年
十
月
十
一
日
付
、
昭
和
二
十
一
年
四
月
二
十
五
日
付
、
昭
和
二
十
四
年
九
月
二
十
七
日
付
）。
片

山
廣
子
歌
稿
二
点
（
大
正
元
年
十
月
号
『
心
の
花
』、
昭
和
十
二
年
五
月
号
『
心
の
花
』）。 

 

第
五
章
「
片
山
廣
子
の
短
歌
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学 
遠
き
わ
た
つ
み
を
夢
見
た
「
越
び
と
」
と
芥
川 

龍
之
介
」 

明
治
三
十
四
年
、
『
心
の
花
』
に
「
自
然
の
美
」
（
ミ
ラ
ー
）
の
廣
子
に
よ
る
翻
訳
が
初
め
て
掲
載
さ

れ
る
。
大
正
三
年
か
ら
本
格
的
に
翻
訳
に
取
り
組
み
、
「
満
月
」
（
レ
デ
ィ
・
グ
レ
ゴ
リ
ー
）
を
始
め
、

翻
訳
を
次
々
と
発
表
し
、
当
時
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
翻
訳
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
。 

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
の
何
に
着
目
し
、
ど
の
よ
う
な
点
が
廣
子
の
文
学
的
感
興
を
そ
そ
っ
た
の
か
。

新
た
な
人
生
を
生
き
よ
う
と
葛
藤
す
る
廣
子
が
、「
明
る
い
ワ
イ
ル
ド
な
文
芸
」
に
感
興
を
そ
そ
ら
れ
て

翻
訳
を
始
め
た
こ
と
を
自
身
で
述
べ
て
い
る
。
で
は
、
そ
れ
ら
の
受
容
が
、
短
歌
に
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
れ
た
の
か
。
翻
訳
作
品
や
二
冊
の
歌
集
、
随
筆
・
小
説
・
書
簡
等
の
資
料
と
、
廣
子
に
言
及
し
た
関

連
資
料
を
調
査
分
析
し
て
考
察
を
進
め
た
。 

惹
か
れ
る
心
と
醒
め
た
目
の
間
に
揺
れ
る
心
象
詠
が
若
き
日
の
廣
子
の
歌
の
特
徴
で
あ
っ
た
が
、
第

一
歌
集
『
翡
翠
』
の
歌
壇
で
の
評
価
は
定
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
継
続
的
に
始
め
た
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
文
学
翻
訳
に
つ
い
て
、
原
文
や
再
翻
訳
、
他
者
の
翻
訳
と
の
対
比
か
ら
、
そ
の
変
化
の
過
程
が
確
認

で
き
た
。
翻
訳
の
蓄
積
の
過
程
に
よ
り
、
口
語
の
リ
ズ
ム
と
生
き
生
き
と
し
た
平
易
な
表
現
を
身
に
付

け
、
人
間
味
豊
か
な
市
井
の
登
場
人
物
た
ち
と
出
会
っ
て
、
洞
察
力
を
深
め
た
。
そ
れ
が
短
歌
に
も
変

革
を
も
た
ら
し
、『
野
に
住
み
て
』
の
軽
や
か
で
深
み
の
あ
る
生
活
詠
へ
の
歌
風
の
変
化
を
確
認
し
た
。 

 

ま
た
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
に
造
詣
が
深
い
芥
川
龍
之
介
は
、
大
正
十
四
年
、
廣
子
へ
の
恋
心
と
訣

別
を
詠
ん
だ
旋
頭
歌
「
越
び
と
」
を
発
表
し
た
。「
越
び
と
」
と
芥
川
に
呼
ば
れ
た
廣
子
が
、
芥
川
と
共

に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
を
ど
う
捉
え
、
自
身
の
文
学
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
た
せ
た
の
か
を
探
っ
た
。 

自
分
自
身
の
人
生
を
生
き
た
い
と
渇
望
し
て
き
た
廣
子
に
と
っ
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
や
芥
川
と

の
交
流
は
、
文
学
的
感
興
を
沸
き
立
た
せ
、
自
ら
に
と
っ
て
の
文
学
活
動
の
意
義
を
強
く
意
識
さ
せ
る

も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
芥
川
に
対
し
て
廣
子
は
、
レ
デ
ィ
・
グ
レ
ゴ
リ
ー
と
イ
エ
ー
ツ
が
手
を
携

え
て
ケ
ル
ト
文
芸
復
興
を
進
め
た
よ
う
な
関
係
を
、
意
識
し
て
い
た
と
考
え
る
。 

そ
の
後
、
昭
和
二
年
の
芥
川
の
自
裁
と
、
廣
子
の
翻
訳
の
中
断
は
関
係
が
あ
っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
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廣
子
が
戦
後
に
翻
訳
を
再
開
し
、
新
境
地
の
短
歌
を
詠
ん
だ
の
は
如
何
な
る
理
由
か
ら
だ
っ
た
の
か
。

こ
の
二
点
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
。 

芥
川
の
死
が
断
筆
の
理
由
と
す
る
従
来
の
説
に
修
正
を
加
え
る
こ
と
が
可
能
と
考
え
る
。
そ
の
後
も
、

シ
ン
グ
作
品
の
再
翻
訳
や
、
婦
人
雑
誌
へ
の
詩
や
小
説
の
翻
訳
を
連
載
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

昭
和
五
年
十
一
月
、
堀
辰
雄
が
芥
川
と
廣
子
の
娘
の
總
子
を
モ
デ
ル
に
し
た
「
聖
家
族
」
を
発
表
し
た
。

こ
れ
以
降
に
翻
訳
を
中
断
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
し
て
、
戦
後
は
芥
川
や
早
世
し
た
息
子
や

文
化
に
渇
望
し
た
人
々
の
た
め
に
翻
訳
を
再
開
し
、
短
歌
は
写
実
や
象
徴
性
を
含
ん
だ
、
新
境
地
の
平

明
な
生
活
詠
と
な
っ
て
ゆ
く
。
最
晩
年
の
廣
子
は
、
第
二
歌
集
『
野
に
住
み
て
』
や
随
筆
集
『
燈
火
節
』、

翻
訳
『
カ
ッ
パ
の
ク
ー
』（
オ
ケ
リ
ー
他
）
を
刊
行
す
る
な
ど
、
「
見
残
し
し
夢
」
を
果
た
し
て
ゆ
く
。

な
お
、
翻
訳
を
中
断
し
た
と
言
わ
れ
て
い
た
時
期
の
、
シ
ン
グ
作
品
の
再
翻
訳
や
雑
誌
掲
載
の
新
た
な

翻
訳
の
発
見
に
つ
い
て
は
、「
片
山
廣
子
（
松
村
み
ね
子
）
翻
訳
年
譜
」
を
確
認
の
上
、
論
述
に
加
え
た
。 

 第
六
章
「
東
洋
英
和
女
学
院
へ
の
片
山
廣
子
寄
贈
本
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
」 

平
成
二
十
六
年
三
月
、
東
洋
英
和
女
学
院
史
料
室
所
蔵
の
「
片
山
廣
子
氏
寄
贈
本
」
を
閲
覧
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
許
可
を
得
て
本
論
文
の
作
成
と
な
っ
た
。「
片
山
廣
子
氏
寄
贈
本
」
（
百
十
四
冊
）
に
就
い

て
、
廣
子
の
読
書
傾
向
と
教
養
や
交
流
の
経
過
を
本
の
著
者
毎
に
考
察
し
た
。 

「
片
山
廣
子
氏
寄
贈
本
」
は
、
史
料
室
だ
よ
り
№
６７
の
保
坂
綾
子
氏
「
東
洋
英
和
女
学
院
所
蔵
「
片

山
廣
子
氏
寄
贈
本
」
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、
受
け
入
れ
の
詳
細
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
生
前
寄
贈
の

も
の
と
、
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
逝
去
の
後
に
、
遺
族
に
よ
り
贈
ら
れ
た
も
の
と
に
分
け
ら
れ

る
。
蔵
書
印
か
ら
、
中
高
部
の
図
書
室
で
一
般
貸
出
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
前
半
頃
か
ら
貴

重
書
と
し
て
保
管
さ
れ
現
在
に
至
る
。
保
坂
氏
は
、
「
「
寄
贈
本
」
を
あ
ら
た
め
て
見
て
み
る
と
、
文
壇

の
そ
う
そ
う
た
る
人
物
の
著
作
や
翻
訳
作
品
が
並
ぶ
。
佐
佐
木
信
綱
、
芥
川
龍
之
介
、
堀
辰
雄
、
与
謝

野
晶
子
、
川
田
順
ら
の
著
作
や
歌
集
、
堀
口
大
學
、
森
林
太
郎
（
鷗
外
）
の
翻
訳
作
品
な
ど
、
挙
げ
れ

ば
き
り
が
な
い
。
な
か
に
は
片
山
廣
子
へ
あ
て
た
著
者
署
名
入
り
の
本
も
あ
り
、
歌
人
・
文
学
者
と
し

て
歩
ん
だ
廣
子
の
交
友
関
係
を
垣
間
見
る
よ
う
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。
芥
川
龍
之
介
の
著
書
で
は
、

署
名
入
り
の
『
羅
生
門
』
等
数
冊
が
含
ま
れ
て
い
る
。
廣
子
の
蔵
書
の
う
ち
洋
書
は
、
松
村
み
ね
子
の

名
義
で
日
本
女
子
大
学
図
書
館
へ
寄
贈
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。 

寄
贈
本
を
巡
っ
て
、
廣
子
の
文
学
的
意
識
の
有
様
と
深
ま
り
が
見
え
て
き
た
。
読
書
姿
勢
は
、
内
面

世
界
を
拡
げ
深
め
る
た
め
に
、
幅
広
い
読
書
を
心
が
け
て
い
る
。
表
現
面
で
は
初
期
か
ら
、
写
生
、
写

実
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

第
六
章
付
論
の
新
資
料
で
は
、
「
村
岡
花
子
宛
片
山
廣
子
書
簡
（
東
洋
英
和
女
学
院
所
蔵
）
」
に
、
翻

訳
の
勉
強
に
と
花
子
に
洋
書
を
貸
し
、
人
を
紹
介
し
、
資
金
援
助
も
す
る
廣
子
の
姿
が
窺
わ
れ
た
。「
赤

毛
の
ア
ン
」
を
翻
訳
し
た
村
岡
花
子
は
東
洋
英
和
女
学
院
の
後
輩
で
あ
る
。
花
子
は
同
じ
寄
宿
舎
の
柳

原
燁
子
（
白
蓮
）
と
共
に
、
歌
人
佐
佐
木
信
綱
に
師
事
す
る
。
信
綱
の
紹
介
で
片
山
廣
子
と
出
会
い
、

本
格
的
に
翻
訳
を
始
め
た
の
で
あ
る
。
後
に
二
人
は
『
火
の
鳥
』
の
創
刊
に
携
わ
る
。
廣
子
が
新
し
い

時
代
を
生
き
る
女
性
の
誕
生
に
、
積
極
的
に
手
を
差
し
伸
べ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。 
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次
の
第
七
章
、
第
八
章
、
第
九
章
で
は
、『
翡
翠
』
と
『
野
に
住
み
て
』
を
中
心
に
、
繰
り
返
し
用
い

た
題
材
や
キ
ー
ワ
ー
ド
を
詠
み
込
ん
だ
歌
に
分
け
て
、「
わ
れ
」
を
詠
む
片
山
廣
子
短
歌
の
独
自
性
の
究

明
を
進
め
た
。 

 

第
七
章
「
片
山
廣
子
短
歌
研
究 

わ
れ
ー
生
く
る
我
と
ゆ
め
み
る
我
と
」 

片
山
廣
子
の
「
わ
れ
」
を
詠
む
短
歌
と
は
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
様
々
な
歌
の
モ
チ
ー

フ
の
中
で
、
廣
子
が
繰
り
返
し
詠
ん
で
い
る
短
歌
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
る
。
第
一
歌
集
『
翡
翠
』（
大
正

五
年
）
と
、
晩
年
の
歌
も
収
め
る
第
二
歌
集
『
野
に
住
み
て
』（
昭
和
二
十
九
年
）
と
は
、
同
じ
題
材
で

あ
っ
て
も
、
明
ら
か
に
違
い
が
感
じ
ら
れ
る
。
廣
子
は
『
翡
翠
』
に
〈
生
く
る
我
と
ゆ
め
見
る
我
と
手

を
つ
な
ぎ
歩
み
労
れ
ぬ
倒
れ
て
死
な
む
〉（
青
『
心
の
花
』
第
十
九
巻
第
二
号 

大
正
四
年
二
月
）
と
詠
み
、
こ

れ
か
ら
の
人
生
に
ど
う
向
き
合
う
か
と
自
問
す
る
。「
生
く
る
我
と
ゆ
め
み
る
我
と
」
を
託
し
た
と
思
わ

れ
る
、「
鳥
」「
我
」「
心
」「
夢
」「
色
」「
動
植
物
」「
野
」
の
七
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
採
り
上
げ
た
。
そ

し
て
、
そ
れ
ら
を
詠
み
込
ん
だ
歌
の
考
察
を
進
め
た
の
で
あ
る
。 

廣
子
が
繰
り
返
し
詠
む
キ
ー
ワ
ー
ド
の
短
歌
は
互
い
に
通
い
合
い
、「
生
く
る
我
と
ゆ
め
み
る
我
と
」

の
相
克
を
表
現
し
、
そ
の
折
々
の
廣
子
の
精
神
世
界
を
表
象
し
た
「
わ
れ
」
を
詠
む
短
歌
と
し
て
、
生

涯
を
貫
い
て
詠
ま
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
夢
想
で
形
づ
く
る
世
界
か
ら
、
生
活
の
中
の
実
感
か
ら
生

ま
れ
る
表
現
へ
と
、
同
じ
題
材
で
あ
っ
て
も
歳
月
と
共
に
明
ら
か
に
違
い
が
あ
っ
た
。 

 

第
八
章
「
片
山
廣
子
短
歌
研
究 

家
族
ー
花
の
ご
と
く
木
草
の
如
く
」 

こ
の
章
で
は
、
父
母
、
夫
、
子
の
「
家
族
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
纏
わ
る
歌
を
採
り
上
げ
、
随
筆
や
資

料
を
通
し
て
、
歌
だ
け
で
は
見
え
て
こ
な
い
背
景
を
読
み
解
い
た
。 

「
父
母
」
ー
若
い
頃
は
母
親
を
醒
め
た
目
で
見
つ
め
、
自
身
が
母
と
な
っ
て
か
ら
は
労
り
を
詠
む
。
女

で
あ
る
為
に
思
う
よ
う
に
生
き
ら
れ
な
い
嘆
き
を
、
母
へ
の
思
い
に
込
め
る
。
ま
た
、
激
動
の
時
代
に

先
祖
を
背
負
う
母
で
あ
っ
た
と
い
う
自
覚
が
、
歌
や
物
語
を
紡
ぎ
だ
す
。
外
交
官
と
し
て
様
々
な
困
難

に
堪
え
た
尊
敬
す
る
父
親
を
詠
む
歌
は
、
社
会
を
客
観
視
し
て
矛
盾
を
指
摘
す
る
歌
と
な
っ
て
い
る
。 

「
夫
」
ー
片
山
廣
子
は
二
十
一
歳
で
大
蔵
省
勤
務
の
片
山
貞
次
郎
と
結
婚
し
、
二
児
を
も
う
け
る
。
病

弱
で
あ
っ
た
夫
の
看
病
が
続
き
、
大
正
九
年
に
死
別
し
て
い
る
。
大
正
五
年
の
第
一
歌
集
『
翡
翠
』
の

後
は
、
翻
訳
に
没
頭
し
て
ゆ
く
。
夫
を
詠
ん
だ
歌
は
少
な
く
、
夫
の
仕
事
や
立
場
を
考
慮
し
発
表
を
憚

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
夫
の
歌
は
心
の
奥
に
覚
め
た
も
の
が
あ
る
詠
み
振
り
で
あ
る
が
、
廣
子
の
生
活
と

文
学
と
の
心
の
葛
藤
が
人
間
的
な
成
長
と
変
化
に
つ
な
が
り
、
揺
ら
ぎ
の
な
い
伸
び
や
か
な
歌
風
と
な

っ
て
ゆ
く
。 

「
子
」
ー
戦
後
、
廣
子
が
再
び
翻
訳
を
始
め
よ
う
と
思
っ
た
の
は
、
早
世
し
た
息
子
の
遺
志
と
強
く
感

じ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
生
涯
を
通
じ
て
、
子
を
詠
む
に
も
甘
さ
に
流
さ
れ
ず
、
一
人
の
人
間
と
し
て
接

し
、
冷
静
で
客
観
的
な
眼
で
「
子
」
の
歌
を
詠
ん
で
い
る
。 

考
察
に
よ
っ
て
、
片
山
廣
子
の
短
歌
と
家
族
と
の
強
い
関
係
性
が
分
か
っ
た
。
家
族
の
制
約
の
不
自

由
さ
を
嘆
き
つ
つ
も
耐
え
忍
ん
だ
時
間
に
、「
わ
れ
」
の
夢
や
憧
れ
は
深
み
を
増
し
、
再
び
活
躍
の
場
を

持
つ
。
家
族
詠
で
は
廣
子
の
人
格
的
な
成
長
が
見
ら
れ
た
。
更
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
の
翻
訳
は
人
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間
関
係
の
洞
察
力
を
深
く
鍛
え
て
く
れ
た
。「
家
族
」
に
纏
わ
る
歌
は
、
題
材
の
捉
え
方
や
表
現
に
変
化

が
生
ま
れ
た
と
言
え
る
。 

 

第
九
章
「
片
山
廣
子
短
歌
研
究 

死
生
観
ー
お
も
ひ
の
ま
ま
に
生
き
て
死
な
ば
や
」 

思
索
的
な
片
山
廣
子
短
歌
か
ら
感
じ
取
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
、
廣
子
の
死
生
観
と
そ
の
要
因
、
及
び

短
歌
作
品
へ
の
反
映
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
章
で
は
、
こ
れ
ら
が
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
、「
生
」

「
老
・
病
」「
死
」「
戦
争
・
平
和
」「
食
」「
暮
ら
し
・
旅
」「
歌
」
の
七
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
詠
み
込
ん

だ
短
歌
作
品
を
採
り
上
げ
た
。「
生
」
「
老
・
病
」
「
死
」
「
戦
争
・
平
和
」
は
、
文
字
ど
お
り
生
死
に
か

か
わ
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、「
食
」「
暮
ら
し
・
旅
」「
歌
」
は
、
廣
子
ら
し
い
視
点
で
独

自
の
死
生
観
を
込
め
て
い
る
と
し
て
、
こ
こ
に
採
り
上
げ
た
。 

変
化
す
る
時
代
の
中
で
生
老
病
死
を
辿
り
、
そ
こ
に
生
き
る
人
々
の
生
活
を
題
材
に
し
、
歌
は
詠
ま

れ
続
け
て
き
た
。
廣
子
は
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
東
京
麻
布
に
生
ま
れ
、
激
動
の
時
代
を
生
き

て
、
昭
和
三
十
二
年
三
月
に
七
十
九
歳
で
死
去
す
る
。
そ
の
境
涯
は
、
素
封
家
の
一
族
の
長
女
で
あ
っ

て
、
外
交
官
を
父
に
持
ち
、
東
洋
英
和
女
学
校
に
て
西
洋
の
近
代
的
な
教
育
を
受
け
る
と
い
う
恵
ま
れ

た
環
境
で
は
あ
っ
た
。 

し
か
し
、
深
く
物
事
を
考
え
る
性
格
と
重
苦
し
い
自
意
識
に
苦
し
み
、〈
こ
と
わ
り
も
教
も
知
ら
ず
恐

れ
な
く
お
も
ひ
の
ま
ま
に
生
き
て
死
な
ば
や
〉（
第
一
歌
集
『
翡
翠
』
大
正
五
年
）
と
詠
み
、
心
軽
く
思

い
の
ま
ま
に
生
き
て
死
に
た
い
も
の
だ
と
詠
嘆
を
し
て
い
る
。
夫
や
身
近
な
人
達
と
の
死
別
が
更
に
思

い
を
深
め
た
。
ま
た
、
松
村
み
ね
子
の
筆
名
で
翻
訳
を
し
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
や
、
芥
川
龍
之
介
と

の
交
流
か
ら
も
、
死
生
観
は
反
映
さ
れ
て
ゆ
く
。〈
人
は
死
に
吾
は
な
が
ら
へ
幾
世
経
て
今
も
親
し
く
い

と
も
し
た
し
き
〉
（
第
二
歌
集
『
野
に
住
み
て
』
昭
和
二
十
九
年
）
で
は
、
「
死
の
影
」
が
廣
子
に
寄
り

添
っ
て
、
生
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
死
生
観
に
至
っ
て
い
る
。
老
い
て
か
ら
の
孤
高
の
日
々
も
、
自

分
を
奮
い
立
た
せ
る
廣
子
の
生
き
る
姿
勢
が
短
歌
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

採
り
上
げ
た
歌
は
、
死
生
観
や
廣
子
の
戦
争
へ
の
批
判
精
神
や
価
値
観
な
ど
、
二
歌
集
を
通
し
て
揺

ら
ぐ
こ
と
の
な
い
芯
に
な
る
も
の
が
あ
り
、
大
き
く
は
変
化
を
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

生
涯
を
通
し
て
「
お
も
ひ
の
ま
ま
に
生
き
て
死
な
ば
や
」
の
「
わ
れ
」
を
、
心
中
大
切
に
し
て
詠
む
こ

と
が
で
き
た
モ
チ
ー
フ
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。 

 

第
一
章
か
ら
第
九
章
ま
で
は
、「
片
山
廣
子
短
歌
研
究
」
と
し
て
論
じ
て
来
た
。
次
の
第
十
章
で
は
、

芥
川
龍
之
介
の
短
歌
を
考
察
し
た
。
芥
川
と
短
歌
と
の
関
わ
り
を
時
系
列
で
辿
り
、
文
学
的
伴
侶
と
し

て
惹
か
れ
合
っ
た
二
人
の
接
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
で
、
廣
子
の
短
歌
の
独
自
性
の
究
明
に
繋
が

る
と
考
え
た
。
資
料
を
基
に
こ
こ
ま
で
考
察
を
進
め
て
き
た
よ
う
に
、
廣
子
が
翻
訳
や
作
歌
に
お
い
て

常
に
芥
川
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 
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第
十
章
「
芥
川
龍
之
介
・
片
山
廣
子
短
歌
の
創
作
と
交
流
」 

第
十
章
で
は
、「
芥
川
龍
之
介
・
片
山
廣
子
短
歌
の
創
作
と
交
流
」
と
い
う
視
点
に
て
、
芥
川
龍
之
介

の
短
歌
を
研
究
す
る
こ
と
で
、
軽
井
沢
を
舞
台
に
堀
辰
雄
の
「
聖
家
族
」
な
ど
新
し
い
物
語
を
生
み
、

惹
か
れ
合
っ
た
二
人
の
接
点
に
迫
り
た
い
と
考
え
た
。
更
に
、
研
究
事
例
の
少
な
い
芥
川
の
短
歌
を
究

明
す
る
こ
と
で
、「
芥
川
龍
之
介
の
最
後
の
恋
人
」「
越
び
と
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
片
山
廣
子
の
、

人
と
な
り
と
、
短
歌
史
の
展
開
の
中
で
の
廣
子
の
短
歌
の
特
質
を
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
翻
訳
や
作
歌
に
お
い
て
常
に
芥
川
を
意
識
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
廣

子
の
立
場
か
ら
、
芥
川
が
詠
ん
だ
旋
頭
歌
「
越
び
と
」
を
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
た
の
か
と
い

う
こ
と
を
確
認
し
た
い
。
芥
川
短
歌
の
研
究
と
共
に
、
強
く
惹
か
れ
あ
っ
た
芥
川
と
の
交
流
が
廣
子
の

短
歌
に
も
た
ら
し
た
も
の
を
明
ら
か
に
し
た
。 

ま
ず
、「
一
、
芥
川
龍
之
介
の
短
歌
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
芥
川
は
生
涯
を
通
し
て
短
歌
を
詠
み
続

け
、
旋
頭
歌
や
今
様
を
加
え
る
と
、
八
百
首
に
も
な
る
。
歌
数
で
は
大
正
二
年
か
ら
五
年
が
多
く
、
そ

の
後
は
多
忙
な
新
進
作
家
と
な
り
、
減
っ
て
ゆ
く
。
次
が
大
正
九
年
、
十
年
に
二
回
目
の
ピ
ー
ク
が
あ

る
。
公
表
歌
こ
そ
少
な
い
が
、
書
簡
の
中
に
は
多
く
の
短
歌
を
残
し
、
書
簡
の
内
容
と
と
も
に
人
間
味

豊
か
な
芥
川
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
俳
句
と
違
い
、
模
倣
と
言
わ
れ
、
良
い
評
価
を
得
ら
れ
な

か
っ
た
短
歌
を
な
ぜ
に
詠
み
続
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
明
治
四
二
年
か
ら
、
大
正
三
年
の

間
に
詠
ま
れ
た
短
歌
を
見
て
ゆ
く
。 

芥
川
が
身
を
削
る
よ
う
な
作
家
活
動
の
中
で
、
模
倣
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
短
歌
を
詠
み
続
け
た
理
由

と
し
て
、
心
の
吐
露
や
癒
や
し
の
役
目
、
心
と
言
葉
を
盛
る
器
と
し
て
の
抒
情
性
の
涵
養
と
言
語
表
現

の
修
練
、
そ
し
て
、
形
式
と
韻
律
の
追
究
や
純
粋
な
短
編
小
説
へ
の
模
索
等
を
あ
げ
た
。
短
歌
が
小
説

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
は
言
え
な
い
が
、
芥
川
龍
之
介
の
文
学
活
動
に
深
く
関
与
し
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。 

 

次
は
、「
二
、
大
正
歌
壇
に
お
け
る
芥
川
龍
之
介
の
短
歌
・
歌
論
」
で
あ
る
。
明
治
末
年
か
ら
始
ま
っ

た
若
い
歌
人
た
ち
に
よ
る
短
歌
の
改
革
は
、
大
正
期
の
十
五
年
、
短
歌
雑
誌
の
隆
盛
期
を
迎
え
た
。
多

様
な
内
容
と
表
現
を
持
つ
、
現
代
短
歌
に
繋
が
っ
て
ゆ
く
大
正
歌
壇
と
、
芥
川
の
短
歌
に
つ
い
て
考
察

を
し
た
。 

芥
川
が
短
歌
・
歌
論
を
通
し
て
、
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
た
大
正
歌
壇
に
向
き
合
っ
た
こ
と
は
、

小
説
家
と
し
て
鍛
錬
の
場
と
な
っ
た
と
言
え
る
。
芥
川
は
、
大
正
歌
壇
の
中
で
優
れ
た
歌
人
た
ち
と
出

会
い
、
近
代
短
歌
の
批
評
に
も
筆
を
執
り
、
凝
縮
さ
れ
た
言
葉
の
感
性
と
言
語
表
現
の
感
覚
を
磨
く
こ

と
で
小
説
に
活
か
し
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

最
後
は
「
三
、
短
歌
と
小
説
の
間
」
で
あ
る
。
芥
川
の
作
品
が
読
者
を
離
さ
な
い
魅
力
に
、
抒
情
性

を
あ
げ
る
人
も
多
い
。
芥
川
は
晩
年
、
谷
崎
潤
一
郎
と
『
改
造
』
誌
上
で
繰
り
広
げ
た
「
小
説
論
争
」

で
、「
筋
ら
し
い
筋
の
な
い
小
説
」
や
「
詩
的
精
神
」
主
張
し
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。 

「
抒
情
」
は
、
精
神
を
病
ん
だ
母
親
を
持
っ
た
、
小
説
家
芥
川
龍
之
介
に
と
っ
て
、「
哀
し
さ
」
を
癒

し
、「
生
き
る
こ
と
」
に
繋
ぎ
留
め
る
一
縷
の
蜘
蛛
の
糸
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
抒
情
の
湧
き

水
と
な
っ
た
の
が
短
歌
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
改
め
て
、
芥
川
の
短
歌
に
光
を
当
て
て
読
み
解
き
、
短

歌
に
よ
っ
て
涵
養
し
た
抒
情
性
が
小
説
に
活
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、「
秋
」「
六
の
宮
の
姫
君
」「
保
吉
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の
手
帳
か
ら
」「
白
」「
河
童
」「
蜃
気
楼
」
の
作
品
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。 

更
に
、
「
越
び
と
」
は
、
高
い
評
価
を
得
て
、
形
式
と
韻
律
の
追
究
が
花
開
い
た
。
「
越
び
と
」
は
、

全
歌
作
の
韻
律
と
詩
情
の
頂
点
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、「
最
も
詩
に
近
い
小
説
」
の
可
能
性
へ
、
ま
た
、

口
語
自
由
詩
へ
の
、
模
索
の
一
つ
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
芥
川
は
短
編

小
説
作
家
で
あ
る
。
凝
縮
さ
れ
た
和
歌
・
短
歌
の
芸
術
性
、
純
粋
性
が
作
家
活
動
を
支
え
て
い
た
と
言

え
る
。 

 

次
に
、
廣
子
の
立
場
か
ら
、
芥
川
の
旋
頭
歌
「
越
び
と
」
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
芥
川
龍
之
介

の
最
後
の
恋
人
、
「
越
び
と
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
ど
う
感
じ
て
い
た
の
か
を
確
認
し
た
。

芥
川
と
廣
子
が
大
正
歌
壇
の
中
で
出
会
い
、
魂
を
触
れ
合
っ
た
の
は
、
期
間
に
す
れ
ば
僅
か
な
重
な
り

で
あ
る
。
芥
川
と
廣
子
は
互
角
の
才
能
を
持
ち
、
心
を
培
う
相
手
と
し
て
、
互
い
に
強
く
惹
か
れ
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
芥
川
は
家
長
と
し
て
の
責
任
と
脱
出
の
狭
間
で
揺
れ
た
。
廣
子
は
恵
ま
れ
た
西
洋
的

な
教
育
を
受
け
な
が
ら
も
、
時
代
と
家
柄
ゆ
え
に
、
矛
盾
や
ず
れ
を
感
じ
る
と
こ
ろ
も
多
く
あ
っ
た
。

芥
川
の
死
か
ら
三
年
を
経
た
昭
和
五
年
。
堀
辰
雄
は
小
説
「
聖
家
族
」
に
、
芥
川
と
廣
子
の
交
流
を
書

き
、
作
品
中
に
は
娘
の
總
子
ま
で
も
モ
デ
ル
と
す
る
。
こ
れ
を
機
に
廣
子
は
翻
訳
を
止
め
、
中
断
し
て

い
た
短
歌
は
昭
和
十
一
年
ま
で
「
心
の
花
」
へ
の
掲
載
は
な
い
。
し
か
し
、
戦
後
に
な
っ
て
晩
年
の
廣

子
は
、
大
切
な
亡
き
人
々
の
た
め
に
気
力
を
振
り
絞
り
、
芥
川
か
ら
の
享
受
で
あ
る
「
越
び
と
」
の
名

に
ふ
さ
わ
し
く
、
再
び
歌
作
や
翻
訳
に
励
ん
だ
の
だ
と
考
え
る
。 

 

四
、
結
論 

  

本
論
文
十
章
の
考
察
か
ら
、
以
下
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
若
き
日
の
第
一
歌
集
『
翡
翠
』
か
ら
、

晩
年
の
第
二
歌
集
『
野
に
住
み
て
』
へ
、
幾
つ
か
の
大
き
な
変
化
が
指
摘
で
き
る
。
生
活
者
と
し
て
の

体
験
か
ら
の
人
間
的
成
長
や
、
翻
訳
家
と
し
て
伝
わ
り
や
す
い
表
現
を
心
掛
け
た
こ
と
。
ま
た
、
現
実

的
な
生
き
た
言
葉
の
世
界
か
ら
即
興
詩
を
つ
く
り
出
す
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
民
謡
か
ら
の
影
響
が
あ
っ
た

こ
と
。
そ
し
て
、
生
き
方
を
模
索
す
る
幅
広
い
読
書
姿
勢
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、

〈
我
が
世
に
も
つ
く
づ
く
あ
き
ぬ
海
賊
の
船
な
ど
来
た
れ
胸
さ
わ
が
し
に
〉（
『
翡
翠
』）
の
、
若
き
日
の

自
由
な
羽
ば
た
き
に
焦
が
れ
る
内
面
的
世
界
を
夢
想
的
に
詠
む
歌
は
、〈
動
物
は
孤
食
す
と
聞
け
り
年
な

が
く
ひ
と
り
住
み
つ
つ
一
人
も
の
を
食
へ
り
〉（『
野
に
住
み
て
』）
の
、
晩
年
の
「
老
境
の
文
学
」
と
も

い
え
る
象
徴
性
を
含
む
生
活
詠
に
変
化
し
て
ゆ
く
。
時
代
と
境
遇
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
短
歌
を
詠
み
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
の
夢
想
的
世
界
を
、
弛
ま
ざ
る
努
力
に
よ
る
翻
訳
で
現
実
に
映
し
出
す
。
文
学
的

伴
侶
と
し
て
の
芥
川
龍
之
介
を
は
じ
め
、『
心
の
花
』
の
歌
の
師
で
あ
る
佐
佐
木
信
綱
な
ど
、
様
々
な
人
々

と
の
交
流
が
廣
子
を
育
て
た
こ
と
が
、
書
簡
等
や
周
辺
資
料
か
ら
分
か
っ
た
。 

『
翡
翠
』『
野
に
住
み
て
』
の
二
冊
の
歌
集
に
見
え
る
歌
の
特
徴
と
変
容
の
経
過
を
辿
り
、
歌
集
未
収

録
歌
も
加
え
、「
わ
れ
」
を
詠
む
片
山
廣
子
短
歌
の
独
自
性
の
究
明
を
目
的
と
す
る
こ
と
で
、
片
山
廣
子

短
歌
の
全
貌
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
。
第
七
章
、
第
八
章
、
第
九
章
で
は
、『
翡
翠
』
と
『
野
に
住
み
て
』

を
中
心
に
、
多
用
し
た
題
材
や
キ
ー
ワ
ー
ド
を
詠
み
込
ん
だ
も
の
に
分
け
て
短
歌
を
考
察
し
、
片
山
廣

子
短
歌
の
研
究
を
三
章
に
わ
た
っ
て
展
開
し
た
。
第
七
章
で
は
、「
わ
れ
」
が
人
生
に
向
き
合
う
思
い
を
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込
め
た
歌
を
読
み
解
い
た
。
同
年
齢
の
与
謝
野
晶
子
が
外
向
的
に
情
熱
的
に
詠
む
の
に
対
し
、
廣
子
は

内
面
的
に
思
索
的
に
詠
ん
で
い
る
。『
翡
翠
』
の
若
い
頃
の
理
想
を
求
め
る
夢
想
的
な
歌
の
中
に
も
、
深

い
精
神
性
を
湛
え
る
の
が
、「
わ
れ
」
を
詠
む
片
山
廣
子
短
歌
の
独
自
性
で
あ
り
、
晩
年
の
歌
集
『
野
に

住
み
て
』
で
は
更
に
こ
の
特
質
が
厚
み
を
増
し
て
い
く
。
初
期
歌
風
の
形
成
過
程
を
辿
っ
た
第
三
章
で

は
、「
わ
れ
」
を
詠
む
出
発
点
と
し
て
の
廣
子
の
清
新
な
短
歌
が
、
佐
佐
木
信
綱
が
『
心
の
花
』
の
前
に

創
刊
し
た
『
い
さ
ゝ
川
』（
明
治
二
十
九
年
十
月
創
刊
）
に
、
既
に
あ
っ
た
こ
と
を
筆
者
が
初
め
て
明
ら

か
に
し
、
近
代
短
歌
の
流
れ
の
中
で
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
廣
子
の
個
性
的
な
、「
わ
れ
」
を
詠

む
初
期
の
歌
は
、
合
同
歌
集
『
あ
け
ぼ
の
』『
玉
琴
』
に
は
載
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
削
除
し
た
こ
と

で
、『
翡
翠
』
は
感
性
や
知
性
の
観
念
性
が
や
や
難
解
な
歌
集
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

第
八
章
は
、
「
家
族
」
に
関
わ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
読
み
解
い
た
。
「
生
く
る
我
」
の
廣
子
が
家
族
や
生

活
に
向
き
合
っ
て
人
格
的
な
成
長
を
遂
げ
、
題
材
の
捉
え
方
や
表
現
に
変
化
が
生
ま
れ
た
と
言
え
る
。

本
論
文
は
、
新
派
の
発
生
か
ら
自
然
主
義
を
経
て
戦
後
短
歌
に
至
る
短
歌
史
の
中
で
、
同
時
代
の
歌
人

と
廣
子
の
歌
を
対
比
し
て
い
る
。
前
田
夕
暮
な
ど
の
自
然
主
義
の
歌
人
は
、
日
常
の
等
身
大
の
自
分
を

あ
る
が
ま
ま
に
詠
ん
で
い
る
が
、
廣
子
は
生
活
詠
で
あ
っ
て
も
内
面
世
界
に
分
け
入
っ
て
詠
む
。
ア
ラ

ラ
ギ
派
の
歌
人
の
写
実
の
「
わ
れ
」
と
も
一
線
を
画
し
、
清
新
で
象
徴
性
を
含
ん
だ
表
現
で
「
わ
れ
」

を
詠
む
こ
と
が
独
自
性
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
写
生
詠
や
口
語
自
由
律
短
歌
等
も
自
在
に
取
り
入

れ
た
こ
と
が
、
作
品
か
ら
確
認
で
き
た
。
第
九
章
で
は
、
死
生
観
に
関
わ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
詠
み
込
ん

だ
短
歌
作
品
を
採
り
上
げ
た
。
夫
や
身
近
な
人
達
と
の
死
別
、
翻
訳
を
し
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
、
芥

川
龍
之
介
と
の
交
流
か
ら
も
死
生
観
は
短
歌
に
反
映
さ
れ
て
ゆ
く
。
病
や
戦
争
や
様
々
な
困
難
も
あ
り
、

「
死
の
影
」
が
廣
子
に
寄
り
添
っ
て
、
生
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
死
生
観
に
至
っ
て
い
る
。
死
生
観

に
加
え
て
、
廣
子
の
リ
ベ
ラ
ル
な
思
想
、
価
値
観
、
文
学
観
、
社
会
意
識
は
大
き
く
は
変
化
を
し
て
お

ら
ず
、
こ
れ
ら
の
考
え
が
、
短
歌
作
品
系
列
の
中
で
、
思
索
的
な
廣
子
短
歌
の
独
自
性
で
あ
る
「
わ
れ
」

の
核
に
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

第
十
章
で
は
、
芥
川
龍
之
介
の
短
歌
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
短
歌
史
の
展
開
の
中
で
の
廣
子
の

短
歌
の
独
自
性
を
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
芥
川
は
短
歌
・
歌
論

を
通
し
て
、
隆
盛
期
を
迎
え
て
い
た
大
正
歌
壇
に
向
き
合
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
鍛
錬
の
場
と
し
て
優
れ

た
歌
人
た
ち
と
交
流
し
、
片
山
廣
子
と
出
会
っ
た
。
文
学
的
伴
侶
と
し
て
惹
か
れ
た
廣
子
が
翻
訳
や
作

歌
に
お
い
て
常
に
芥
川
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
で
、
抒
情
性
の
涵
養
と
言
語
表
現
の
修
練
、
形
式
と
韻

律
の
追
究
へ
の
模
索
を
、
芥
川
と
共
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
芥
川
は
、『
翡
翠
』
の
歌
集
評

に
、
廣
子
の
短
歌
で
は
浪
漫
的
な
歌
は
古
く
、
写
実
の
歌
を
優
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
。
こ
の
示
唆
が
、

後
に
廣
子
の
短
歌
に
反
映
さ
れ
て
ゆ
く
。
芥
川
の
短
歌
は
、
北
原
白
秋
、
前
田
夕
暮
、
石
川
啄
木
、
斎

藤
茂
吉
等
の
模
倣
的
な
作
品
が
多
く
評
価
は
高
く
な
い
。
し
か
し
、
芥
川
の
短
歌
は
浪
漫
の
域
を
出
な

い
間
は
独
自
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
が
、
自
然
体
の
何
気
な
い
生
活
を
詠
ん
だ
も
の
や
、
象
徴
的
な
歌
に

は
、
写
生
・
写
実
の
具
体
が
主
流
で
あ
っ
た
時
代
に
あ
っ
て
、
独
自
に
達
成
し
た
力
が
あ
る
と
言
え
る
。
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象
徴
的
な
生
活
詠
と
い
う
新
た
な
展
開
に
、
芥
川
の
短
歌
か
ら
廣
子
の
短
歌
へ
の
影
響
を
推
察
で
き
た
。 

一
方
、
廣
子
は
芥
川
の
自
裁
以
降
は
翻
訳
の
筆
を
折
っ
た
と
い
う
説
が
多
い
。
第
五
章
で
は
、
改
め

て
原
文
と
翻
訳
を
対
比
し
、
芥
川
の
死
後
も
、
シ
ン
グ
作
品
の
再
翻
訳
や
、
婦
人
雑
誌
へ
の
翻
訳
の
連

載
を
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
昭
和
五
年
十
一
月
、
堀
辰
雄
が
芥
川
と
廣
子
の

娘
の
總
子
を
モ
デ
ル
に
し
た
「
聖
家
族
」
の
発
表
を
し
た
以
降
に
、
廣
子
は
翻
訳
を
中
断
し
て
い
る
と

い
う
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
翻
訳
の
断
筆
の
理
由
を
芥
川
の
死
と
す
る
従
来
の
説
に
、
修
正
を
加
え
る

こ
と
が
可
能
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。 

片
山
廣
子
の
短
歌
は
、『
い
さ
ゝ
川
』
の
旧
派
の
歌
風
と
新
派
の
発
生
に
始
ま
り
、
自
然
主
義
を
経
て

戦
後
短
歌
に
至
る
。
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
短
歌
史
と
共
に
、
内
面
的
世
界
を
夢
想
的
に
詠
む
歌
か
ら
、

晩
年
の
象
徴
性
を
含
む
生
活
詠
に
変
化
し
て
ゆ
く
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
翻
訳
家
「
松
村
み
ね
子
」
と

し
て
近
代
日
本
を
先
駆
け
た
仕
事
を
し
、
歌
人
の
片
山
廣
子
と
し
て
芥
川
龍
之
介
等
の
文
学
者
や
歌
人

達
と
の
交
流
の
中
で
様
々
な
も
の
を
取
り
入
れ
た
。
封
建
的
社
会
制
度
と
困
難
な
時
代
と
生
活
の
中
で
、

近
代
的
な
自
我
と
し
て
の
「
わ
れ
」
と
対
峙
し
、
深
い
精
神
性
を
湛
え
た
「
わ
れ
」
を
詠
む
短
歌
の
独

自
性
を
確
立
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
言
え
る
。 


